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職人の手仕事が生んだ間伐材ブーメラン
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　エントランスホールで来場者を迎える巨大なインスタレーションや27人のアーティストの手による趣向に富ん
だブーメランアートが目を引く「森のブーメラン展」。エコプラザで開催中のこのイベントが、実は“世界初”の間伐
材ブーメランのイベントでもあることをご存知でしょうか。
　インスタレーションとブーメランアートにつかわれている100枚におよぶブーメランは、すべて九州で間伐され
たスギ材を飛騨高山の老舗家具メーカー・飛騨産業株式会社が加工したものです。薄い板を貼り合わせた三層構造
のブーメランをこの薄さと強度でこの間伐材ブーメランの開発を担当した飛騨産業株式会社デザイン室の坂井雄
大さんは、「ブーメランの縁のアールの取り方に苦労しました。機械では微妙なアールがつけられないので、何度も
テストを繰り返しながら手作業でアールをつけていきました。100枚のブーメランを一枚一枚飛ばしてテストした
ので、どのブーメランもちゃんと飛ばせるものになっています」と開発の苦労を話します。
　国産の間伐材が、世界最高水準を誇る家具メーカーの職人の技と出会うことで生まれた間伐材ブーメラン。間伐
材の空間とも言えるエコプラザで、人々の目を楽しませています。




